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広
島
県
三
次
市
で
は
、
中
心
街
で
あ
る
三
次
駅
周
辺
、

十
日
市
地
区
か
ら
、
新
し
い
市
街
地
が
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
る
北
側
の
畠は

た

敷じ
き

町ま
ち

、
三
次
町
ま
で
を
南
北
に
貫
通
す

る
幹
線
道
路
「
上か

ん

原ば
ら

願が
ん

万ば
ん

地ち

線せ
ん

」
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
今
回
訪
ね
た
現
場
「（
仮
称
）
馬ば

洗せ
ん

川が
わ

橋
」
は

そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
二
十
二
年
に
着
工
、
現

在
、
上
部
工
事
も
ほ
ぼ
完
了
し
最
後
の
仕
上
げ
段
階
を

迎
え
て
い
る
。

　
市
内
に
は
複
数
の
河
川
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
お
り
、

橋
は
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

全
長
一
八
一
㍍
、
幅
一
七
・
八
㍍
の
（
仮
称
）
馬
洗
川
橋

は
一
級
河
川
馬
洗
川
に
よ
っ
て
南
北
に
分
断
さ
れ
た
市

街
地
の
一
体
化
、
市
民
の
動
線
確
保
を
目
的
と
し
て
建

設
さ
れ
た
。

　（
仮
称
）
馬
洗
川
橋
の
構
造
形
式
は
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
P
C
二
径
間

連
続
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
」
だ
。
主
塔
と
斜
材
で

橋
の
主
桁
を
支
持
す
る
形
式
で
外
観
は
斜
張
橋
と
似
て

い
る
が
、
桁
自
体
の
剛
性
が
強
く
、
大
偏
心
外
ケ
ー
ブ

ル
で
補
強
す
る
構
造
は
桁
橋
に
近
い
。
現
場
を
統
括
す

る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
松
下
哲
也
所
長
に
聞
い
た
。

「
斜
張
橋
と
比
べ
る
と
主
塔
高
が
低
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
中
国
地
方
で
は
と
て
も
珍
し
い
形
式
。
か
た
ち
も

非
常
に
美
し
い
の
で
三
次
市
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
な
る
と
思
い
ま
す
よ
」。

　
橋
の
姿
が
馬
洗
川
の
川
面
に
映
え
る
。
町
の
景
観
と

融
合
し
た
壮
麗
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
も
言
え
る
佇
ま
い

だ
。

三
次
市
の
市
街
地
の
一
体
化
を
促
す
橋

吊
り
橋
と
桁
橋
の
特
徴
を
併
せ
持
つ
橋

斜張橋に比べ主塔を低く抑えたため町の景観と一体となった（仮称）馬洗川橋。
斜材の角度が水平に近く、交通荷重による斜材の応力振幅も低減される。

あ
る
日
、町
を
貫
流
す
る
川
の
中
央
に
塔
が
立
ち
上
が
っ
た
。

や
が
て
、一
羽
の
大
き
な
鳥
が
飛
び
立
と
う
と
す
る
か
の
よ
う
に

塔
は
川
岸
に
向
け
少
し
ず
つ
両
翼
を
伸
ば
し
て
い
く
。

翼
は
川
の
両
岸
に
達
し
、街
と
街
、人
と
人
を
繋
ぐ
。

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
ブ
リ
ッ
ジ「（
仮
称
）馬
洗
川
橋
」

広
島
県
三
次
市
に
新
た
な
町
の
シ
ン
ボ
ル
が
誕
生
す
る
。

新
た
な
橋
は

街
と
人
を
つ
な
ぐ

壮
麗
な
シ
ン
ボ
ル

（
仮
称
）馬
洗
川
橋
P
C
上
部
工
事

施工場所：広島県三次市三次町
発 注 者：国土交通省
　　　　　中国地方整備局　　
　　　　　三次河川国道事務所
施 工 者：オリエンタル白石
　　　　　株式会社
工　　期：平成22年2月10日〜
　　　　　平成24年6月30日

工事概要

Site Discovery

発見
現場

（仮称）馬洗川橋の400ｍほど上流の「熊野橋」は通学路、
生活道路として親しまれてきたが、その幅員はわずか
5.5ｍ。歩道も未整備で危険であり、老朽化は否めない。

桁内部から見た斜材と主桁の定着部（写真下）。主塔から
張られた斜材は橋面を貫通し桁本体に定着され外ケーブ
ルとして橋桁を支える。

文：槌田波留基　写真：特記以外は西山芳一

桁橋 エクストラドーズド橋 斜張橋

桁橋 エクストラドーズド橋 斜張橋

桁橋 エクストラドーズド橋 斜張橋

構
造
的
に
近
い

外
観
が
似
て
い
る

主塔高

主塔高

斜材（外ケ−ブル）

斜材

桁橋

エクストラドーズド橋

斜張橋
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（
仮
称
）
馬
洗
川
橋
で
六
橋
目
に
な
る
。「
当
現
場
で
は

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
て
き
た
こ
と
が
様
々
な
局
面
で
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。低
床
型
ワ
ー
ゲ
ン
も
大
変
珍
し
い
施

工
台
車
で
す
が
、
初
め
て
の
橋
梁
現
場
で
既
に
使
用
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
戸
惑
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　
着
任
直
後
の
一
昨
年
六
月
、
松
下
所
長
は
馬
洗
川
が

増
水
す
る
様
子
を
目
の
当
た
り
し
た
と
い
う
。
川
の
怖

さ
を
知
っ
て
い
る
所
長
は
、
現
場
の
安
全
確
保
に
も
過

去
の
経
験
を
活
か
す
。「
あ
る
現
場
の
出
水
期
で
、
川
の

奔
流
に
足
場
が
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
教

訓
か
ら
こ
の
現
場
の
昇
降
階
段
は
二
段
構
造
に
し
て
、

増
水
の
際
に
は
下
部
階
段
だ
け
を
橋
面
上
に
吊
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
も
ち
ろ
ん
特
徴
的
な
技
術
も
数
多
く
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
部
材
厚
五
㍍
に
も
な
る
中
間

支
点
横
桁
の
マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
対
策
「
パ
イ
プ
ク
ー

リ
ン
グ
」
だ
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
固
ま
る
と
き
に
内
部

　
橋
の
架
設
は
、
川
の
ほ
ぼ
中
央
に
建
設
さ
れ
た
高
さ

約
二
〇
㍍
の
主
塔
か
ら
両
岸
の
橋
台
に
向
け
て
桁
を
伸

ば
し
て
い
く
張
出
し
工
法
に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
た
。

「
主
塔
の
左
右
両
側
に
ワ
ー
ゲ
ン
（
移
動
作
業
車
）
を
設

置
し
、
こ
の
台
車
上
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
、
斜
材

の
定
着
を
繰
り
返
し
行
い
、
桁
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

『
や
じ
ろ
べ
え
』
が
そ
の
両
腕
を
文
字
通
り
張
出
し
て

い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
」
と
松
下
所
長
は
言
う
。

　
河
川
工
事
は
川
の
流
量
が
増
加
す
る
六
月
中
旬
か
ら

十
月
中
旬
ま
で
の
出
水
期
は
河
川
敷
で
の
作
業
が
制
限

さ
れ
る
。
張
出
し
工
法
は
河
川
敷
を
使
わ
ず
に
施
工
を

継
続
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

出
水
期
間
中
は
、
い
つ
洪
水
が
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。

そ
の
た
め
当
現
場
で
は
、
過
去
の
災
害
時
の
増
水
高
を

考
慮
し
て
洪
水
時
の
想
定
水
位
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
制
限
高
以
上
で
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
松
下
所
長
は
「
通
常
の
ワ
ー
ゲ
ン
だ
と
制
限

高
に
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
下
部
作
業
台
と
型
枠
受

け
梁
を
一
体
化
し
て
高
さ
を
絞
っ
た
『
低
床
型
ワ
ー
ゲ

ン
』
を
導
入
し
ま
し
た
。
作
業
環
境
は
多
少
窮
屈
に
な

り
ま
す
が
作
業
員
は
す
ぐ
に
順
応
、
足
場
も
工
夫
し
て

順
調
、安
全
に
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
松
下
所
長
は
、
こ
れ
ま
で
お
よ
そ
四
半
世
紀
の
長
き

に
渡
り
橋
梁
建
設
に
携
わ
っ
て
き
た
。
張
出
し
施
工
も

で
硬
化
熱
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
を
原
因
と
す
る
ひ
び

割
れ
を
抑
制
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
技
術
で
す
」。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
際
に
、
一
㌅
の
パ
イ
プ
を

五
〇
㌢
ほ
ど
の
間
隔
で
配
置
し
、
冷
却
水
を
通
水
、
内

部
の
熱
を
下
げ
た
。
表
面
と
内
部
の
温
度
差
を
低
減
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
び
割
れ
に
対
し
て
大
き
な
改
善
効

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
所
長
は
話
す
。

低
床
型
ワ
ー
ゲ
ン
に
よ
る
張
出
し
施
工

橋面上では最後の仕上げ作業が進む。歩道の幅は約4ｍと余
裕がある。川面から12ｍの高さを吹き抜ける風が心地よい。

地上に刺した縫い針（主塔）
に糸（斜材）を通し、その両端
を固定して桁を支持する要領
だ。それぞれ1本の斜材が主
塔を跨ぐように貫通するサド
ル定着となっている。

「やじろべえ」の腕の先端には低床型ワーゲン。
主塔から両岸を目指し約10カ月かけて橋桁を
延伸していった。（提供：オリエンタル白石㈱）

発注者である国土交通省をはじ
め、三次市、市民の皆さん、漁

業組合など「すべての関係者との協力
体制」が、この橋の架橋事業を成功に
導いてきました。現場を取り巻く友好
的な関係の構築は順調な施工の要です。
　当現場は総勢20名足らずですが、各
人が責任と気概をもって仕事に取り組
むことができたのも周囲の期待、声援
に応えようとする強い気持ちゆえです。

　周囲からの注目度も高く、エクスト
ラドーズド橋、PC橋についての勉強
会、見学会を積極的に開催しました。
そうした活動が地元の理解を深め、情
報の共有につながったと思っています。
　三次河川国道事務所三次出張所およ
び三次市の職員さまには事あるごとに
親身に相談に乗っていただきました。
その迅速的確なアドバイス、情報提供
にも心から感謝しています。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

オリエンタル白石株式会社
（仮称）馬洗川橋PC上部工事
監理技術者

松下哲也
Tetsuya Matsushita

　
そ
の
他
、
採
用
す
る
セ
メ
ン
ト
の
選
定
、
斜
材
ケ
ー

ブ
ル
の
架
設
、
河
川
の
水
質
汚
濁
対
策
な
ど
、
詳
細
を

お
聞
き
す
る
に
つ
れ
、
そ
の
経
験
と
技
術
が
「
高
品

質
・
安
全
施
工
」
を
約
束
す
る
き
め
細
か
い
配
慮
と
な

っ
て
現
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　「
付
近
を
散
歩
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
く
声
を
掛

け
ら
れ
る
ん
で
す
。
主
塔
か
ら
桁
が
伸
び
始
め
た
頃
は

『
何
を
造
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
』
と
尋
ね
ら
れ
ま
し

た
」
と
松
下
所
長
は
苦
笑
す
る
。
張
出
し
工
法
は
一
見

「
橋
」
を
架
設
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
の
か
も

知
れ
な
い
。「
最
近
は
『
い
つ
完
成
す
る
ん
で
す
か
？
』

『
早
く
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
！
』
と
い
っ
た
応
援
の
言
葉
も
聞
か
れ
ま
す
。
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
ね
」
と
嬉
し
そ
う
に

言
葉
を
次
い
だ
。

　（
仮
称
）
馬
洗
川
橋
の
名
称
は
、
漢
字
一
文
字
の
一
般

公
募
に
よ
っ
て
「
願

ね
が
い

橋
」
と
命
名
さ
れ
た
。
応
募
数

六
六
六
件
の
う
ち
一
一
七
件
が
こ
の
「
願
」
の
字
だ
っ

た
。
上
原
願
万
地
線
の
地
名
に
も
ち
な
み
、「
三
次
市
の

発
展
を
願
う
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。「
関
係
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
声
援
が
あ
っ

て
こ
そ
成
し
得
た
事
業
。
こ
の
地
で
長
く
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
橋
と
な
る
こ
と
を
私
も
願
っ
て
い
ま
す
」
と

松
下
所
長
。
今
年
八
月
の
供
用
開
始
ま
で
あ
と
一
歩
。

最
後
ま
で
気
を
抜
く
こ
と
な
く
無
事
故
で
の
完
工
を
目

指
し
て
い
る
。

市
民
の
期
待
に
誠
意
を
持
っ
て
応
え
る

過
去
の
経
験
、持
て
る
技
術
を
最
大
限
活
用


